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【 ７・８月以降の主な予定 】
７月 ８月

６日(月) 安全安心教室 ３日(月)４日(火) 三者面談

９日(木) 期末テスト前諸活動停止 ４日(火) 給食終了

１０日(金)～３１日(金)大掃除期間 ５日(水) 終業式

１３日(月) 生徒朝会 ６日(木)～１９日(水) 夏季休業

１６日(木)・１７日(金) 期末試験 ２０日(木) ２学期始業式

２９日(水) 研究授業(2.3年国語) ２１日(金) 給食開始

基礎基本の確認テストを実施！
６月１７日(水）に、基礎･基本の確

認テストを行いました。前年度に学

習した内容が生徒の身についている

かを確認し、生徒ひとり一人の学力

や学習状況を把握･分析し、今後の教育活動に役立てるため

です。みんな真剣に試験に打ち込んでいました。

『安心・安全に、学校生活を送るために』

臨時休業から学校

が再開し、一か月が

過ぎようとしていま

す。最初は久しぶり

の学校での嬉しさと

併せて、少し疲れも

見られました。生徒

会活動や部活動、和

太鼓活動など様々な学校での活動を通して、生徒同士の絆が深

まっているのを感じられます。

まだ新型コロナウイルス感染症が心配される世の中ではあり

ますが、生徒たちが安全安心に学校生活を送れるよう、宮ヶ瀬

中学校も感染予防に対して次の取り組みをこれからも継続して

行っていきます。

・日常生活でのマスクの着用

・毎朝の体温測定、健康観察による体調の確認

・こまめな手洗い・うがい

・各教室での換気の徹底

・給食では全員前を向いて無言で食事

・生徒下校後にイス・机等の消毒

夏とともに気温が高くなってくる時期でもありますが、保護

者、地域の皆さま方も体調には気をつけていただき、今後も学

校の教育活動へのご理解、ご協力をお願いいたします。

生徒指導担当

今年度初めての避難訓練を6月4日

(木)に行い、その後小学校と中学校の

顔合わせ会を行いました。新型コロナウイルス感染が心配される状況下で、例

年とは異なる時期に行うことになりましたが、生徒たちはしっかりと「お・か

・し・も」を意識して冷静に避難できていました。

また、小中の顔合わせ会では、新たに宮ヶ瀬に赴任した職員の紹介をしまし

た。宮ヶ瀬は小学校と中学校との垣根がなく、連携できることが他にはない良

さであると考えています。今年度は、特に新型コロナウイルスに負けないよう

に小中で一層協力していきたいと思います。

※次回、清川村幼小中一斉避難訓練・引き渡し訓練を９月９日（水）に行います。引渡し開始時

刻は14時40分を計画しています。ご協力お願いいたします。

【小中合同避難訓練】

車いすを体験 ～福祉体験に取り組んで～
去る６月１０日（水）社会福

祉協議会さんよりゲストティー

チャーを迎え道徳の授業を行い

ました。

車いすに乗ったり、押したり

する体験を屋外で行い、その後

教室に戻り気が付いたことなどを振り返りました。

生徒からは「自動販売機や階段など、まだまだ足の不自由な人にとっ

て使いにくいところがあると思う。」「実際に乗ってみると小さな段差や

少しの坂でも大変でした。」というような感想が上がり、改めて障害を持

つ人の立場にたって考えられていたのではないかと思います。

生徒たちはこの貴重な体験に新鮮さを感じていたと同時に、意欲的に

学ぶ姿が伺え、「他の人々に対し思いやりの心をもち、相手の立場に立

ったものの見方ができる」というねらいに迫ることができました。今回

のような貴重な体験を通して、様々な立場の人達に対して思いやりを持

って接することのできる人になっていってほしいと思います。

生徒会活動スタート 体力向上 学力向上 挑戦する心 失敗を恐れず楽しい学校生活をつくろう! (令和2年度生徒会目標)

生徒会活動もやっと再開。毎日朝の１０分を使って１

年生へのオリエンテーションを行い、生徒会の活動計画

を話し合いました。今年度初の生徒朝会でその結果を報

告し、先生達にも協力を呼びかけました。緑の募金、ペ

ットボトルキャップ回収、宮スポなどなど。コロナ対策

の日々でもアイデアで目標に向けて進んでいく意気込みが会長の話から伝わってきました。

良いスタートが切れました。

６月１日、学校朝会後に撮影

学校運営協議会(コミュニティースクール)始まる

第１回学校運営協議会が６月１９日(金)宮小ランチルー

ムで開かれました。この会は保護者や地域住民と学校が共

に連携しあい、地域に開かれた信頼される学校づくりを推

進する目的で行われます。

小島様が委員長に、橋本様

がコーディネーターに選出。

多くの人の協力を得て、子供

たちに色々な体験をさせていくことが大切であるなど、ご

意見をいただきました。


